Process Visualization in the Study on Interpretation of Classroom Communication：Case Studies of the Lessons in Japan and Germany by 的場, 正美
授業記録の解釈過程の明示化：
ドイツと日本の授業記録の分析事例研究
Process Visualization in the Study on Interpretation of Classroom




Key words：communication process, interpretation, lesson analysis,










Materials used for lesson analysis include verbatim recordings called the linguistic record of
the class. This paper aims to clarify the descriptive method of word protocol and describe the
relation of the signs called intermediate factors and the visualization method in the
interpretation of words and those relations obtained from the recording. The author shows
the analysis procedure consisted of seven steps and analyses the cases of class in Japan and
Germany.
In conclusion, the following points were found; (1) What the interpreter implicated was
recognized in the form of relationships of meaning units using signs, (2) The concepts which
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the remarks imply needed new signs for visualization of the interpretation process, and (3)
























































ドイツにおいても、ビデオ記録をもとにしたビデオ分析（Mühlhausen & Mühlhausen 2012：
Schluß 2013），授業記録をもとにした実証研究（Reinders，H.，Ditton，H.，Gräsel，C.，Gniewosy，
B. 2015）、授業の談話分析研究（Langer & Wrana 2013）がなされ、授業の質を解明する手法が
求められている（Becker & Vogt 2009）。ドイツ政治教育の分野においても、質的な授業分析が
1980 年代から開始され、授業記録を収集し、その記録を解釈学的な方法で解釈する豊富な研究結












場正美 2015c：的場正美 2014：的場正美 2009：的場正美・他 2002）、ドイツの授業を例とした研
究（的場正美 2015a：的場正美 2015b：的場正美 2015c）を行ってきた。これらの発言を再構成




























































































































丸括弧 round brackets：001（ ）は、概念や活動を示す。
亀甲括弧Tortoise shell brackets：002〔 〕は、構想を表す。





















ある 1つの発言について２つの解釈の違いを 046 の記号によって明示することを本節では試み
る。
5-1-1 分析対象としての授業と分析手順
分析対象とする授業は 2000 年に第 6学年で実施された国語「未来予測」の授業である。学校は、
山間部に位置し、新しい住宅ができ、減少傾向にあった児童数が最近増加しつつある。児童数は
15 名（男子 10 名女子 5名）である。単元計画は全 12 時間で構成され、取り上げた授業は、第 8
次「討論会を開き、自分の考えを広げよう（2時間）」の最後の授業である。授業者は、授業の展







初に出現する発言 29 を選択した。発言番号 29 の発言者は、37、39、41、48、50、79、86、170、
172、174、176 に発言している。第 1分節「1学習係-11Ca：始めの合図と落ち着くための深呼吸」

































分析対象の授業は、2009 年に実施された中学校 3年社会科「国道 419 号線参歩道橋と私たちの
くらし」である。この授業については、すでに授業の分節わけと発言の解釈をしたことがある（的











考えよう」の確認。第 2分節（裕哉 14～僚志 17）：渋滞の解消について、第 3分節（藤子 18～亜
矢 25）：より多くの対象者が公共の福祉、第 4分節（坂卓 26～一郎 32）：4車線化と歩道橋はどち
らが優先か、第 5分節（啓司 33～坂卓 36）：子どもたちが近隣住民への思いを寄せて考える、第 6
分節（俊也 37～凪 52）：歩道橋建設のための論争、第 7分節（藤子 53～裕哉 60）：四車線化のメ
リット、第 8分節（奈留 61～佐羽 69）：行政の意図、第 9分節（啓司 70～藤子 74）：一石二鳥では
なくワンセット、第 10 分節（隆太 76～T77）：あるべき行政の姿を考える、第 11 分節（優香 80～
優香 86）：授業後の黒板前での論争。
5-2-2 意味単位の確定と中間項による記述


























020 では、概念や活動を示す（ ）に関する構想〔 〕という使い方をしてきたので、その使い方

















第 2分節（14 教師-58 教師）前回の授業で扱った、檻のなかで代理の母親で育てられた子猿の
行動に関する実験結果の思い起こし。
第 3分節（58 教師-88 生徒）猿の子どもの実験は人間の子どの場合も影響があるか。
第 4分節（89 教師-90 女生徒）教科書の「長期間にわたり養育者なしで育った子供」の音読。
第 5分節（91 教師-95 教師）聞き慣れない用語を生徒が述べ、教師が説明。
第 6分節（95 教師-130 教師）Spitz の養護施設における研究の意味。
第 7分節（130 教師-143 教師）教師の出題した 2つの問についてペア学習。
第 8分節（143 教師-148 女生徒）明日の最後の授業「フランスの選挙」に関する新聞記事をみつ
けてくるという課題。
この授業の発言に現れる重要な語として、「猿」「子ども」「乳幼児」「母親」がある。これを発





TH96：Ja, ( Diese Studie des Säuglingsverhaltens war） das Gleiche /wie bei den Affen
eigentlich.
TH96：はい、（乳幼児行動の研究は）/あの猿の状況とまさしく/一緒です。
TH100：ja, wie soll ich s jetzt sagen./ also die die Affen /, die waren ja zum Schluß
/auch wieder abgeneigt/ zu den andern Personen, /und so , /so war/ es /bei den Säuglingen
/also auch , /die waren ja auch zum Schluß /sehr abgeneigt und wollten mit keinem mehr zu





TH96 と TH100 の意味単位を示した発言を記号で再構成して記述すると次のようである。
TH96：(Diese Studie des Säuglingsverhaltens）＝（wie bei den Affen・ eigentlich）
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（乳幼児行動の研究は）＝（あの猿の状況・まさしく）
TH100 T：(wie soll ich s jetzt sagen）〔also （die Affen-waren auch wieder abgeneigt・zum
Schluß）^（zu den andern Personen）und so,(es)＝（bei den Säuglingen），also auch，（die-
waren ja auch sehr abgeneigt und wollten mit keinem mehr zu tun haben・zum Schluß）̂（zu























次にTH発言 100 を解釈し、TH96 で行ったように、例えば乳幼児行動の研究という発言の背
後にはその行動が『把持』されていると想定したように、発言の背後に働いている諸要因を示し
たい。
TH発言 100 の中の結論（この猿） ＝ （乳幼児の行動）は形式としても、同じことを表現して
いる。つまり、実験でおこなった結果として、（乳幼児行動）は（赤ちゃん猿の行動）と『同一』
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（人間の乳幼児）ニモ（auch）同じ内容があることに言及している。TH発言 96 において 2者は
同一であるという『予測』をし、猿の実験における赤ちゃん猿の行動と乳幼児の行動とは、他者
に対する『嫌悪感』という点では『共通性』があると認識したといえる。
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れてきた（Beker Mrotzek, M. & Vogt, R. 2009：Kiel E., 2012）。政治教育の分野では 1980 年
代に授業研究の遅れを取り戻す必要が意識され（Richter 1999, 377）、1990 年代から政治教育の
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